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１． はじめに 
本事業では，これまでに機能性コンクリートと

して，粒径 0.6～2.5mm の骨材を使用した小粒径

ポーラスコンクリートの製造方法と各種特性など

に関する課題について検討した．その結果，実験

室で検討した範囲ではあるものの，骨材粒径を小

径化させることで既存のポーラスコンクリート

（骨材粒径：2.5mm～20mm）と比較し，保水性

能や揚水性能が向上すること，骨材として廃棄物

材料が利用できること，光触媒などと複合化させ

ることで新たな用途開発が期待できることなどが

明らかとなった 1-4)． 

そこで本報では，新たなステップとして，小粒

径ポーラスコンクリート製品の実用化を想定し，

これまでに得られた調合を基に製品の試作を行っ

た． 

 

２． 実験の概要 

２．１ 使用材料および調合 
 本実験の使用材料を表 1に，調合を表 2に示す．

表 1 に示したセメント，骨材，混和剤の製造メ－

カ－および産地は，既報で使用した材料と全て異

なっている．また，骨材は，9 号砕石（粒径：1.2mm

～0.6mm）のみで実施した． 

本実験の目標フロー値および水セメント比は， 

9 号砕石で実施した既往の実験結果から，供試体 

＊ 材料技術研究課 

表 1 使用材料 

 

表 2 小粒径ポーラスコンクリートの調合 

*：セメント質量の 0.9％ 

 

の作製時に最も適切であると判断した条件を採用

した．なお，目標空隙率については，既存のポー

ラスコンクリート製品において一般的に製造され

ている空隙率（15～25％）の中央値となる 20％

を設定した． 

２．２ ポーラスコンクリートブロック
製品（試作品）の製造方法 

練混ぜには，強制 2 軸ミキサを使用した．小粒

径ポーラスコンクリートは，水およびセメントを

先練りして得られたセメントペースト（FL=270）

セメ
ント

骨材 水 混和剤*

20 270 25 431 1439 108 3.882

 水/セメ
 ント比
 （％）

目標
空隙率
（％）

目標
フロー値

単位量（kg/m3）

セメント
 普通ポルトランドセメント
 (密度3.16g/cm3)

骨材
 三重県伊賀市阿山産 （粒径：1.2-0.6mm，
 実積率：56.7％，表乾密度：2.59g/cm3)

水  水道水

混和剤  高性能AE減水剤





図 2 流し込み成型による小粒径ポーラスコン 

クリート製品の一例 
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（本研究は法人県民税の超過課税を財源としてい

ます） 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 


